
日

込

;

一

気

の

す

炭

鍍

の

人

法

一F
抗

措

請

、

昭
和
二
十
三
年
十

ご
月
、
大
村

一
一
返

理

と

し

て

は

州

装
道
路
ω
器
等
、

予

日山

市

郎
山
川
国

竺

日

赤

で

義

緩

金

口

聞

を

募

集

一市
営
綜
合
運
動
場
工

一
弘
子
以
来

一政
多
ω
足
跡
在
残
し
て
お
り
ま
す
が
、
失
業
刈
策
事

f月
〈
刊
三
川
口

町川

社

一掛
川川
又
村
ラ
ジ
オ
等
に

よ

二
、
募
集
金
口
仙
の
種
類

一総
統
一
川
口川，
t
f
J
J川
)
仙
川
山
崎
は
じ
十
八
万
一

一作
一
札
口
川
一

l
f
k
-
T
M
来

5
年

……川

1
附
け
棋

は

一っ
て
仰
承
知
一
ω
ニ
ム
し
L

存
一

1
義
松
口
川
・
米
、
法
、
一千一二

1
l
j
1
…
ぞ
O
出
uU
Q
O
百

ブ

り

司

y
一前
五
千
市
三
寸
壬
白
b
p
(
似
用
人
員
)
延
べ
四
千

2
9
~
二

-F

附
フ
約
時

干じ
ま
す
が
、
H
R
七
・1
E
二

表
粉
刻
如
、
学
問
品
一道
路
の
怖
修
、
環
日
出
桁
生
作
業
な
ど
を
継
続
し
「
文

一一一
一百
五
卜
名
ω
労
勤
者
を
吸
収
し
て
只
津
「
九
時
平

)lt

第
川
一

山
際

一弘

子

切

断

一帯
の
炭
界
ω
不
山一
W
M
L
一

り
二
主
将
金
、
現
金

一化
都
市
ω
建
設

U
道
路
か
ら
」
ω
u
怯
ω
下
に
針
刀

一大
一
材
料
、
大
村
!
鹿
島
(
ル
れ
れ
)
糾
ω
道
路
新
設
一
川

昭
~
引

間

四

一

一

一

一口
誌
に
純
す
る
も
ω
が
b
-=
一、
義
按
金
臼聞
の
取
扱
方
一中
で
あ
り
ま
す
。
こ
L

に
本
副
業
ω
成
果
ω
主
な
る

一倍
中
で
b
り
ま
す
U

l

-

f

-lり
、
全
く
休明炭
ω
苦
し
み
一

法

一も
の
を
挙
け
る
'
と
次
ω
逝
り
や
L

あ
り
ま
す
。

一次
℃
大
サ

H
乞
お
ナ
る
本
年
度
ω

主
要
工
一
品
計
耐

U

1
1
1
1
1
1
1
I
l
l
-で
、
其
ω
H
ω
生
吋
ω
脱
行
乙
於
て
交
付

主

主

一
1
l
l
I
l
l
i
-
-
-
l
l
l
1
l
l
l
l
i

4
l
t

l

一

人

ト川
'

l

，

J
l

E

一一
一

一

一次
ω
通
り
一℃
あ
り
ま
す
ノ

一に
も
窮
し
似
食
児
升
U
お
E

日
は
日
誌
V
K
附
443
H
に
二

工

事

名

一

摘

W
，

一
一
:

E
H
K
E
仁

川i

一
氷
純
す
る
も
ω

一

し
山

E
X枕
す
る
机
片
付
川

一語

す

べ

き

一

一

対

紅

ド

汗

持

二

l
l
i
-
-ベ
リ

引

ぺ

剛

山

山

引

|

|

一
二

、
川
柳
川
山
科
立
工
耕

一

引

川

ゴ

ザ

一

叫

上

前

ω
詫

ι一
日

山

十

む

紘

一間

話

叡

弘

取

扱
佃
一
一
大
村
市
綜
的
動
場

一
制

制

服

ト

一語

一
一
一
一

M
阿

部

時

事

一

町

幻

灯

障

害

損

一

判

明

叩

日

以

日

一

光

州

い

品

部

川

一

問

問

刊

号

、

又

一
寸

判

川

仁

訓

料

品

淵

劃

料

配

i
一
一ト
ド
山
口
同
州
市
工
事

一

以

下

船

伝

記

一

住

民

M
U
、一
日
一

立

計

五

一五

五

伊

贈

呈

i
r
i
-
-Jほ
川
崎
い

1
J一一以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
事
業
ω
成
果
、
並
び
に
将
来

身
体
障
害
者
の
日

一同一一一一一一
一川目立川関節
一一M
UL
T
I
一世
間
山
一一同
比
一ド
ト
出
土

一山
市
民
間
一
一
…
問
調

子
帳
未
交
附
者
一
は
念

一
戸
ω最
良

ω
童
日明附
一
地
十
旧
作
刊
行
一
時
四
伴
品
川
間
一
を
J
抑
制
)
ぃ
一一木
場
腺
武
器
直
凶
四
民
間
「

」

一目
立
見
守
ん
~bM駐
日
付
)
る

光
記
に
掲
け
る
障
害
の
宮
内

2
5
5交
付

一

民

主

O
パ
ー
セ
ン
ト

7
・
1

:

j

一

一
不
十

z

-

一
一

一川

「

J
」

「

斗

一、

NW一日
一
一
一
一
日
、
t
i
t
i
l
-
-
i
lj

!

町

民

川

和

町

明

日

目

d
b
f
M一
軒
れ
れ
れ
ω
著
し
い

一

十

下

位

、

宮

へ

て

一
…
uw
…

本

賞

じ

御

苦

労

さ

ん

一
一
大

村

病

院

一
出

病

院
ト
十
日
仰
向
山

一
一

火

の

用

心

円

一

一は

が

れ

ハ
ロ

リ

川

崎

持
軍
持
参
ω
上
、
福
祉
事
珍
附
ま
で
仰
山
」

=
一
世
抱
け
る
抗
日
戸
桜

一

駒

込

町

Y
一
五

延

泊

万

鉢

名

が

就

労

一
一副

訓

引

川

U朴
引

引

心

昨

持

包

意

」

山

時

わ

れ

い
日

一
、
左
に
描
け
る
視
覧
町
一

O
一一
以
下
、
他
似
の
悦
一能
、
又
U
言
問
機
能
ω
正
一

般

能

主

L
い

E、
一
…

E
g八
千
五
百
高
円
の
事
業
に
協
力

一
了

|

|

山

引

ι川引
引

引

ー
一止
を
仰

-;

九

日

J
イ
ツ
チ
を
切
れ
以
安
全

容
で
氷
続
す
る
も
の

一

法
。
、
ふ
ハ
以
下
ω
も
一生問
、

l

j
;ド
ペ

さ

し

J
J慌
…

引
や
刻
策
引
業
と
村
、
そ
ω
叫
域
に
多
敬

一
一
竹
松
山
自
問
道
路

一一

踏

石

町

長

一

二
五
O
米

一
一
一、

火

γ
取
放
っ
た
カ
マ

τ一一、
ァ
イ
M

ン

は

必

三

①
関
以

ω
視
力
〈
刀
匠
一

。
q

〉

・

一

!

戸

払

肯

、

月

三
一日
一

け

が

ト

じ

に

去

三

…
対
…

ω
失
業
者
が
発
生
し
た
易
合
、
労
力
資

ω
一
一

m員
四

米

一
一

ド
一
コ

γ

ロ

袋

、

哨
一込
み
を
外
し
て
置
き
、
熱

式
視
力
表
に
よ
っ
て
洲
一

③
「
臥
O
視
釘
しか
、
そ
一

般
民
ω
、
そ
タ

-
tι
付
制
打
一日
も
仙

一
一
長
一

三
去
り

二
トど司

KA-
-
h
k
っ
て
、
也
方

一
一

ι
泣
〉
ピ
吃

米

一
一

灰
需
品
乞
良
く
根
A

る

予

?

の
も
ω
を
仰
に
入

院

幻

抗

日
い

γ
日
十

M
M
れ
一

O
肢
以
内
ω

一

抑

制

問

問

い

同

日
一

則

mzzけ
る

も

仕

同

げ

行

間

同

作

じ

μ
Ht

f
t
E交通
K
M|
一
一一一
一

気

コ

ン

ロ、

ブ
ジ
日

付

じ

い

刊

均

一

ヲ
い
て
位
、
矯
正
悦
力
一

④
開
阪
に
よ
る
視
野
ω

一

で
永
続
す
る
も
ω

一

ω
山
一
列
、
そ
ω
む
肢
か
一

-11zi
--il
ili-
-
z
l
!
t
i
t
ti-
-
i
t
-
-J

「
市
か
ら
の
回
答
」

一一

に
う
い
て
測
。
た
も
の

一

二
分
ω
一
以
上
友
り
一四
、
左
に
抱
け
る
肢

2
2
z
t
k
Z
7

P

K

品
川
ま
削
乙

T
ヰ

寸

法

三

%↓
P
U
1
一
一
山
口
れ
る
聴
覚
、
一日
付

一
上
阪
、

一
下
断
、
一

時

間

前

日

j
一

一

丸

勾

¥

験

計

扱

開

刊

旦

引

制

抗

日

付一

色
面
ω
視
力
が

O
、
一又
年
制
般
舵
ω
昨
住
宅

一

5
2銭
安

部咽
一

F

福

松

宇

野

)

一
一
ぷ

て

市

へ

出

問

符

抗

日

間

口

川

口

片

山
…

-m-a岬Y
7
f
u
v

な
き
場
合
は
限
閉
し
ま

一

二
ん
必
綴
織
W
畝
久
¥
せ
ん
ム
備
高
ト
松
杭

は

…

為

に

H
V
新
し
い
局
舎
を一

了

-

d

組
制
悩
F
ト

4
大
村
市
民
に
限
る

一

建

て

る

必
要
も
あ
る
ω
一

程

K
よ
り
実
施
す
る
旨
、
大
村
保
位
向
よ
り
通
知
一
二

L
i
!、、i
!
t
r
t
z、tu

i
l
iti-
-
t
i
l
!、三

官
、
取
欣
唱
え
ず
土
地
ω
叫

が
あ
り
ま
し
た
ω
f
・
此
ω
際
、
前
倒
米
長
科
ω
一
一
一
市
外
通
話
地
域
を
市

藤

井

生

氏

ω

仰

問

合

せ

年

定

む

終

っ

て

い

る

ω一

犬
ω
制
育
者
片
も

L
E
く
伶
必
を
受
廿
1
刀
全

一一
一
内
最
古
也
或
へ
変
更
〈
本
紙
三
十

一
号
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一
6
日
か
ら
沿
日
ま
C

一
C
A
r
t
-
司
吋

A

r-
A
F
t
-

一
狂
犬
病
予
防
旬
聞
を
賓
施

一

本
年
度
詐
季
第
一
回
狂
犬
病
予
防
抗
射
を
紫
施
し

.
ま
し
た
が
‘
本
市
に
於
け
る
犬
ω
制
育
訟
か
ら
見

τ氷
.文
相
当
数
ω
沫

P
U一、
及
び
未
一
札
刻
犬
が
あ

り
、
こ
れ
が
市
氏
K
刻
し
て
和
え
ず
不
弘
を
与
え

て
い
る
失
状
モ
あ
り
ま
す
0

・
未
ザ
伝
、
光
一
汀
剖
犬

が
現
許
ω
よ
う
に
多
い
L
L
予
防
ω
仕
掛
に
づ
え
院
を

来
し
、
万
一

.
狂
犬
病
が
挺
生
し
約
犬
に
よ
り
人

件
に
負
傷
を
受
け
1
変
約
す
れ
ば
、
現
在
ω
医
学

で
加
治
必
ω
4
b
訟
が
な
く
、
無
惨
な
死
在
料
。

υ

か
り
と
い
う
、
悲
し
い
病
以
で
あ
り
ま
す
。

つ
い
て
付
、
こ
れ
を
未
然
に
防
止
す
る
為
、
県
で

付
狂
犬
病
予
防
旬
間
を
定
め
、
本
市
村
正
記
ω
日

ク 7 ク 7
月月
2B 27 
日目

大
村
一
町
牧
町

西
大
村
出
張
所

松
原

ク

相

毘

ク

自

制

ク

ゲ
松

タ

一一一部

ク

釣
問

グ

粧
犬
病
予
防
注
射
日
程

7
月
日

日

午

前

日
時

i
午
前
刊
時

午
行
1
時

l午
彩
3
時

t々

前
日
時

l
午
」削
M
H
引
門

午
伝
1
同

l
午
が
3
同

午
前
日
肝

l
午
前
刊
れ

午
絞
1
同

1
ιlU
3
叫

に
l
，

u
、11
f
l
lド
L
川
1
E
卜
一寸

t
凸
H
t
-
MH
1
1
t
dnμ
司

F
H

午
後

1
時

1
午
伝

3
叫

7
月
却
白

川
グ

て

U
甘
一
(ω
拡
限
訟
備
資

金
正
付
凶
ω
財
政
金
制

政
策
か
ら
制
約
さ
れ
て

居
り
ま
す
ω
で
自
由
に

な
ら
ず
、
現
実
に
む
未

νト
公
裁
の
い
官
さ
ん
山
山
市
女

川抱
一に
お
い
伺
な
い
の
を

遺
憾
'
F

し
す
る
も
ω
-
t
b

り
ま
す
。

以
上
ω
到
由
か
ら
も
現

在
、
電
話
加
入
者
や
目
前

要
状
況
が
比
較
的
少
な

い
'と
こ
ろ
に
口
被
雑
で

莫
大
な
費
財
の
か
L
る

仰
要
刊
誌
ω
マ
ル

チ
プ
ル

交
換
方
式
廿
貨
旅
さ
れ

τ口
周
り
ま
せ
ん
。
こ
・

れ
が
即一(
加
に
当
っ
て
付

加
入
者
も
多
く
通
話
も

的
較
し
て
い
る
大
都
市

で
、
原
則
ム
しし
て
自
動

式
電
日
夜
快
取
扱
局
℃

あ
り
加
入
者
数
七

0
0

0
に
注
し
た
?
と
き
経
済

，上
、
有
利
'と
さ
れ
る
場

ムロ
に
限
り

マ
ル

チ
プ
ル

交
換
方
式
に
変
民
す

る

よ
う
計
画
さ
れ
て
脳
り

ま
す
o

大
都
市
に
於

τ

p
.
加
入
者
数
も
多
く

通
話
相
較
し
、
か

っ
市

内
電
話
区
域
も
広
大
で

あ
り
ま
す
ω
で
一
局
に

全
部
ω
加
入
者
を
牧
容

す
る
こ
去
り
不
可
能
で

あ
る
の
み
な
ら
ず
、
こ

れ
を

一
局
所
に
集
中
す

る
こ
と
付
加
入
者
総
断

が
長
大
2

と
な
り
、
総
民

施
設
に
北
大
な
る
経
世

資
材
主
要
し
該
備
の
不

経
済
を
招
く
こ
ム
し
に
な

り
ま
す
の

T
、
分
局
を

ヤ
土
1-

ノ
・
、

f
J
リ

H
H
一
-H
u
j

子
d
r

y
t
F'ソ
苧
kμ

小寸

7
FH
U
'L

中
継
総
に
よ
り
迎
絡
す

る
ち
訟
を
係
り
ま
言。

こ
れ
ら
の
中
継
設
備
お

よ
び
方
式
け
粒
め
て
複

雑
な
設
仙
土
作
円
っ
て
居

る
の

f
あ
り
ま
A
9
U

週

日目
指
技
館
中
の
為
の
線
路

増
誌
等

に
つ
い

1
U
、

電
話
交
換
取
扱
局
ω
取

技
数
や
電
話
川
入
者
ω

利
用
数
等
ω
実
況
を
訓

査
し
、
ま
た
加
入
者
ω

分
布
、
需
要
.
発
建
の

予
想
主
五
午
後
、
十
五

年
後•• 

一卜
年
後
に
調

査
し

τ加
入
一
屯
詰
グ
1

プ
ル
総
を
前
備
し
、
ま

た
交
ω印
刷
版
局

ω
取
払

故
に
よ

っ
て
交
快
取
抗

、ヨ
1
8
-
L
1
リ二、止

、「、ノ
u
v
、

片
剥
五
刊
以
加
悩

0
5

世
変
出
を
な
す
ω
f
b

り
ま
す
。

な
お
一
中
山
々

公
社
は
将
来

同

一
行
政
区
川
一
門

U
M

一
市
川
通
話
区
域
へ
変

一見
す
る
一
耕
を
方
針
L
しし

て
い
川
り
ま
J
9
U

〈
大
村
冠
制
電
話
局
)



ぉ
知
ら
ぜ
日

時
以
下
よ
り
し

T
39
〈

民
付
は
遜
ギ

カ
に
膝
一
u
，
ま
ず
仁

J
Gノ

(
7
L

ん

訂
し
、
又
純
抗
合
、
及

一

純
益
凡
そ
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